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会社概要

会社名 エスビー食品株式会社

創業 1923年

設立 1940年4月5日

01
代表者 代表取締役社長 池村 和也

従業員数
連結2,058名 個別1,537名
（2025年3月31日現在、臨時従業員を除く）

本社 東京都中央区日本橋兜町18番6号

※
※

※連結子会社2025年3月末時点



カレー・スパイスを軸に

製品基盤を確立
創業期

食の多様化に応える

さまざまな製品を開発

「SPICE&HERB」の

エスビー食品へ

日本初の

国産カレー粉の製造

香りが際立つ

ゴールデンカレー発売

ごろっと具材が入った

レトルトカレー

カレー曜日発売 お徳用シリーズ

大ヒット

日本初の

チューブ入り香辛料の発売

スパイスを使った

メニュー訴求型製品の開発
100周年記念製品

の発売

創業100周年

エスビー食品グループの価値創造と企業成長の歴史

創業1923年
～1940年代 1950年代～1970年代 1980年代～1990年代 2000年代～ 2023年～

▮企業成長の歴史

▮価値創造の歴史

※

収 益 認 識 会 計 基 準

適 用 に よ る 減 少
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事業概要03
「赤缶カレー粉」や「ゴールデンカレー」「本生本わさび」などの、

スパイスとハーブをコアコンピタンスとする約3,000品の製品を、
国内外のあらゆるチャネルに向けて開発・製造・販売し、
人々の食生活に深く浸透し続けている総合食品メーカー



エスビー食品グループのポジション

香 辛 料 市 場 シ ェ ア

エスビー食品

53.3%

香 辛 料 市 場 規 模

液体スパイス

664 678 679 709 732 
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2 0 1 5 年 度 ～ 2 0 １ ６ 年 度 ： 当 社 推 計 販 売 金 額

２ ０ １ ７ 年 度 ～ 2 0 2 4 年 度 ： イ ン テ ー ジ S R I ＋ ス パ イ ス 市 場 当 社 独 自 区 分 推 計 販 売 金 額

その他粉体

ねりスパイス

洋風スパイス

2023
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2017
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2016
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コロナ禍における

内食需要の高まり

04
日本の食卓の多様化・国際化が進む中で欠かせない

香辛料市場において、シェア
※ イ ン テ ー ジ Ｓ Ｒ Ｉ +  ス パ イ ス 市 場 当 社 独 自 区 分 期 間 ： 2 0 ２ ４ 年 4 月 ～ 2 0 ２ 5 年 ３ 月

※

No.1

イ ン テ ー ジ S R I +

ス パ イ ス 市 場 当 社 独 自 区 分

期 間 ： 2 0 2 4 年 4 月 ～ 2 0 2 5 年 3 月

2024
年度

2019
年度

2015
年度



ねりチューブ

各市場におけるエスビー食品のシェア05
カレー粉

74.7%

56.9%

洋風スパイス 唐辛子

52.4% 51.2%

ルウカレー

25.3%

レトルトカレー

17.6%

パスタソース

14.9%13.1%

中華

 出典：インテージSRI＋ カレー粉市場
 推計販売金額シェア 24年4月～25年3月

※画像は各市場における代表的な製品

出典：インテージSRI＋ ねりチューブ市場
 推計販売金額シェア 24年4月～25年3月

出典：インテージSRI＋ 洋風スパイス市場
 推計販売金額シェア 24年4月～25年3月

 出典：インテージSRI＋ 唐辛子(和風その他)市場
 推計販売金額シェア 24年4月～25年3月

出典：インテージSRI＋ ルウカレー市場
 推計販売金額シェア 24年4月～25年3月

 出典：インテージSRI＋ レトルトカレー市場
 推計販売金額シェア 24年4月～25年3月

出典：インテージSRI＋ パスタソース市場
 推計販売金額シェア 24年4月～25年3月

出典：インテージSRI＋ 中華市場計
 推計販売金額シェア 24年4月～25年3月

※中華市場計＝中華材料＋中華汎用調味料＋メニュー専用調味料（常温／中華、韓国、エスニック）

スパイス＆ハーブグループ 即席グループ

香辛調味料グループ インスタント食品その他グループ
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連結業績

（単位：百万円）

2024年3月期
実績

2025年3月期
実績

前期比 2025年3月期
修正計画

（25.1.31開示）

修正計画比

増減額 増減率 増減額 増減率

売上高 126,443 123,520 ▲2,922 ▲2.3% 123,500 20 0.0%

営業利益 7,778 9,442 1,664 21.4% 9,000 442 4.9%

経常利益 8,079 9,650 1,571 19.5% 9,100 550 6.1%

親会社株主に帰属する
当期純利益

6,717 7,565 847 12.6% 6,800 765 11.3%

【主な指標】

営業利益率（％） 6.2% 7.6%

１株当たり当期
純利益（円）

555.89円 626.08円

ＲＯＥ（％） 9.9% 9.9%

06
▮売上 前期比は調理済食品事業の譲渡の影響により減少。対計画比は増加となった。

▮利益 前期比・対計画比ともに増加となった。



連結業績（四半期）07

2024年３月期 2025年３月期 前期比

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

売上高 31,955 31,201 34,760 28,525 31,039 30,451 35,029 26,999 ▲915 ▲749 269 ▲1,526

営業利益 1,802 1,475 3,893 606 3,142 1,858 4,288 152 1,339 383 394 ▲453

経常利益 2,043 1,472 3,877 686 3,459 1,539 4,689 ▲38 1,416 67 812 ▲724

四半期純利益 1,495 914 2,880 1,426 2,464 1,194 3,317 588 969 280 436 ▲837

（単位：百万円）

▮売上 １Q・２Qは調理済食品事業の譲渡に伴い前期比で減少しているが、
 ３Qは年末商戦の大きな伸びで前期比でも増加。
 ４Qは調理済食品事業譲渡の影響に加え、年末商戦の反動減などの影響もあり、前期比で大きく減少。

▮利益 １Qは前期６月・７月・１２月に実施した価格改定効果があり、前期比で大きく増加。
 ２Q・３Qは価格改定が一巡した部分もある中、物量ベースを維持できたことから前期比で増加。
 ４Qは売上高の減少に伴い、前期比で減少。



セグメント及び製品区分別連結売上高08
2024年3月期

実績
2025年3月期

実績

前期比

増減額 増減率

食料品事業 116,249 123,520 7,271 6.3%

スパイス＆ハーブ 32,885 34,969 2,083 6.3%

即席 41,386 44,333 2,947 7.1%

香辛調味料 44,915 47,926 3,010 6.7%

インスタント食品その他 32,713 32,369 ▲343 ▲1.1%

売上控除 ▲35,651 ▲36,078 ▲426 1.2％

調理済食品事業 10,193 ー ▲10,193 ー

合計 126,443 123,520 ▲2,922 ▲2.3％

21.9%

27.8%30.0%

20.3%

計123,520
単位：百万円

※各製品区分別の売上高構成比は、食料品事業の

売上高（出荷ベース）を100％とした場合の

売上高構成比です。

※調理済食品事業は2024年3月期末をもって事業譲渡しております。

２０２５年３月期
製品区分別売上高構成比

インスタント食品
その他

スパイス＆ハーブ

即席香辛調味料



製品区分別連結売上高

▮即席グループ

▮スパイス＆ハーブグループ

32,885 
34,969 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

24年3月期 25年3月期

（単位：百万円）

（前期比）増減額： ＋2,083百万円 増減率： ＋6.3％ 

洋風スパイス、唐辛子が伸長したほか、シーズニングも順調に推移し、
全体として増加。

09

41,386 
44,333 

0

15,000

30,000

45,000

24年3月期 25年3月期

（単位：百万円）

ゴールデンカレーが国内及び海外において伸長したほか、パウダールウ
製品も順調に推移し、全体として増加。

（前期比）増減額： ＋2,947百万円 増減率： ＋7.1％



製品区分別連結売上高

▮香辛調味料グループ

▮インスタント食品その他グループ

44,915 
47,926 

0

12,500

25,000

37,500

50,000

24年3月期 25年3月期

32,713 

0

12,500

25,000

37,500

24年3月期 25年3月期

（単位：百万円）

（単位：百万円）

チューブ製品が伸長したほか、李錦記ブランド製品も順調に推移し、
全体として増加。

（前期比）増減額： ＋3,010百万円 増減率： ＋6.7％ 

レトルトカレーが増加したものの、パスタソースが大きく減少し、全体と
して減少。

（前期比）増減額： ▲343百万円       増減率： ▲1.1％ 

10

32,369



国内・海外売上高の推移

価格改定効果に加え、家庭用ではパウダールウ製品

などの高付加価値製品の拡売が寄与したほか、販売

促進費の低減活動も奏功。

インバウンド需要の増加により業務用も好調に推移。

11

「カレー」「わさび」「うまみトッピング」を中心に展開。

最大市場のアメリカでは「カレー」に加え、「うまみトッピ

ング」が好調に推移。東南アジア・オセアニア・欧州、

各エリアの主要量販店への配荷も拡大した。

▮国内事業

2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

国内売上高 107,871 110,739 111,778 115,178 111,166

海外売上高 6,383 7,307 8,872 11,256 12,354

合計 114,255 118,046 120,651 126,443 123,520

海外売上高比率 5.6％ 6.2％ 7.4％ 8.9％ 10.0％

（単位：百万円）

▮海外事業

２０２５年３月期の概況
※2024年3月期末をもって調理済食品事業を事業譲渡しております。



食料品事業の増減

２０２５年3月期実績 営業利益増減要因12
（百万円）

約 + 1 , 0 0 0

物量の変動を考慮した

価格改定効果

原材料価格

の上昇

約 + 3 , 0 0 0



202６年３月期計画13

2025年3月期
実績

2026年3月期
計画

前期比

増減額 増減率

売上高 123,520 127,000 3,479 2.8%

営業利益 9,442 9,600 157 1.7%

経常利益 9,650 9,800 149 1.5%

親会社株主に帰属する
当期純利益

7,565 7,600 34 0.5%

【主な指標】

営業利益率（％） 7.6％ 7.6％

１株当たり当期
純利益（円）

313.04円
(分割前)626.08円

314.47円

➤原材料価格の上昇は続いているものの、本年７月に一部製品で価格改定を予定している事や、

 海外事業が順調に推移していることから、前期比で増収・増益の計画としました。



２０２６年3月期計画 営業利益増減要因

（百万円）

14

物量の変動を考慮

した価格改定効果

約＋ 1 , 5 0 0
生産効率向上な ど

約▲2,100

約▲1,200



株主還元

▮株主優待について

◆ 継続保有期間：３年未満
（1,000円相当の当社グループ製品）

※２０２４年１１月送付製品

▮配当について

◆ 継続保有期間：３年以上
（2,000円相当の当社グループ製品）

15
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（予定）

中間配当

期末配当

記念配当

配当性向

～

配

当

金

配

当

性

向

（円）

※分割前換算

対象：毎年3月31日および9月30日現在の株主名簿に
記載または記録された100株以上所有の株主様

※2025年4月1日を効力発生日として、普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行いました。
 そのため、株式分割前に換算すると26.3期の配当予想は中間配当額４８円、
 期末配当額４８円、年間配当額９６円となります。
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国内事業の成長戦略①16
少子高齢化、世帯構成の変化、ライフスタイルの多様化、健康への関心の

継続的高まりをキーに効率的なマーケティングを行い、高付加価値製品を継続投入

▮国内既存事業の基盤強化への積極的な取組み。

 ➤ 即席ルウ市場におけるパウダールウ※の売上・シェア拡大。

国内即席ルウ市場と当社市場規模の推移
（億円） （億円）
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21.3期 22.3期 23.3期 24.3期 25.3期

当社固形ルウ・フレーク他（左軸）

当社パウダールウ（左軸）

即席ルウ市場（右軸）

※  イ ン テ ー ジ S R I +

即 席 ル ウ 市 場 ＝ ル ウ カ レ ー ＋ ル ウ シ チ ュ ー ＋ ル ウ ハ ヤ シ

当 社 パ ウ ダ ー ル ウ は 、 独 自 区 分 （ 当 社 パ ウ ダ ー ル ウ 製 品 の 合 算 ）

期 間 ： 2 0 2 0 年 4 月 ～ 2 0 2 5 年 3 月

即席ルウ市場は人口減少や世帯構成の変化に伴い、年々減少傾向に
あったものの、パウダールウの発売により当社売上の維持・拡大に貢献。

市場での構成比も増加傾向にある。

※パウダールウとは

当社独自の特許技術【パウダールウ製法】を

用いた、「時短」「簡便」「少人数前調理」

が可能な、調理シーンにおける消費者の課題

解決に繋がる高付加価値製品。

日本食糧新聞社制定

「食品ヒット大賞」優秀ヒット賞受賞



国内事業の成長戦略②17
少子高齢化、世帯構成の変化、ライフスタイルの多様化、健康への関心の

継続的高まりをキーに効率的なマーケティングを行い、高付加価値製品を継続投入

▮国内既存事業の基盤強化への積極的な取組み。

 ➤ 香辛料のリーディングカンパニーとして市場を牽引する取組みの強化。

 ➤ 当社のビジョン“ 「地の恵み スパイス＆ハーブ」の可能性”を体現するスパイスやハーブを活用した健康食品の育成。

 ➤ アップサイクル第１弾製品「本鶏だし」の育成。

新たなユーザーを開拓する小容量・使い切りスティック形態の
洋風スパイス「スティックスパイス」のラインアップ強化や

体験会イベントを通じたブランド育成を推進。

からだを整えるスパイスやハーブの機能

都市型マルシェなどでの
「本鶏だし」の商品力訴求

汎用シーズニング高シェアブランドである
マジックソルトの価値訴求や、

常備食材として浸透した冷凍野菜で作る
メニュー系シーズニングの利便性訴求を強化。

冷凍野菜
アイコン



海外事業の成長戦略①18
世界中のお客さまに『S&B』ブランドを浸透させるための取組み強化や、

各エリアのニーズに合わせた強固な販売体制の構築を推進。

▮既存市場強化・新規市場開拓 ▮マーケティング強化

▮出荷体制の強化

アメリカ向け 欧州向け

➤新ブランドメッセージ ➤エリア特性にあわせた取組み

➤日本食の啓発活動

➤出荷倉庫の作業能力アップ
輸出に伴う出荷作業の
能力が２倍に。

➤輸出ルートの複線化
輸出ルート分散による
非常時の対応力強化。

➤うまみトッピングの世界展開加速
輸出専用具入りラー油「うまみトッピング」
がアメリカを中心にヒット。
欧州・東アジアへ拡大を進める。

➤新たなエリアへの挑戦
現在、世界約６０カ国に向けて
輸出。新規市場の開拓を進め、
『S&B』ブランドの価値を高め
ていく。

直江津港

東京港・横浜港

・新規ルート

※イメージ



海外事業の成長戦略②19
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（計画）

海外事業の推移※為替影響含む

海外売上高

海外売上高比率

（百万円）➤海外売上高比率４０％超に向けた拠点増強及び、
海外サプライチェーンの強化。

海

外

売

上

高

海

外

売

上

高

比

率

40%

～

24

東南アジア（タイ）に、生産拠点設置を目的とした
現地法人を25年２月に設立。

年平均成長率 18.0％
（23.3期～25.3期）

海外拠点（2025年３月期末）



エスビー食品グループが目指す未来に向けて

長期目標

海外売上高比率
４０％超 探求と挑戦

スパイス＆ハーブの
機能性研究・産地開発

人財力の強化

グローバル人財・デジタル人財・研究者
育成投資

第３次中期経営計画
【基本方針】

「地の恵み スパイス＆ハーブ」を核とした事業により、
世界の食の進化・発展と、持続可能な未来の実現に貢献します。

【重点戦略】
⚫ 価値ある製品の提供
⚫ 成長分野への投資
⚫ 持続可能な事業の実現
⚫ 人と組織の活性化
⚫ 地球との共生

１９２３年創業

創業理念「美味求真」

⚫ 食の安全・安心
⚫ 地球温暖化・気候変動
⚫ 食品廃棄（フードロス）の発生・増大
⚫ 食品容器に起因する環境問題
⚫ 働き方の多様化への対応
⚫ 食による健康被害の発生 etc.

マテリアリティ（重要課題）

２０２３年４月

２０２６年３月

①

おいしく、
健やかで、
明るい未来

企業理念（存在意義）

「食卓に、自然としあわせを。」

長期テーマ

②

③

20



免責事項
当 資 料 に は 将 来 見 通 し が 含 ま れ て お り ま す 。 将 来 見 通 し は 、 現 在 入 手 可 能 な 情 報 か ら 得 ら れ た 当 社 の

経 営 者 の 判 断 に 基 づ い て お り ま す 。 こ の 将 来 見 通 し は 、 仮 定 ま た は 仮 定 に 基 づ く 根 拠 が 含 ま れ て お り 、

環 境 に よ っ て は 想 定 さ れ た 事 実 や 根 拠 は 実 際 の 結 果 と は 異 な る 場 合 が あ り ま す 。

当 資 料 に 掲 載 さ れ て い る 情 報 は 、 あ く ま で 当 社 を よ り 理 解 し て い た だ く た め の も の で あ っ て 、 必 ず し も

投 資 を お 勧 め す る た め の も の で は あ り ま せ ん 。
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